
一ロシア語の黎明期

わ
が
国
と
ロ
シ
ア
と
の
関
係
を
語
る
時
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
が
、
漂
流
民
の
役
割
で
あ
る
。
運
命
の
悪
戯
で
、
ロ
シ
ア
領
の
ア
リ
ュ

ー
シ
ャ
ン
列
島
や
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
に
漂
着
し
た
日
本
人
の
数
は
移
し
い
。
ロ
シ
ア
側
で
は
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
の
命
に
よ
り
、
漂
流
民

保
護
の
政
策
が
十
八
世
紀
初
頭
よ
り
と
ら
れ
、
日
本
に
お
け
る
ロ
シ
ア
語
教
育
が
始
ま
る
よ
り
は
る
か
以
前
に
、
漂
流
民
に
よ
る
日
本
語

教
育
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
銘
記
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

こ
れ
に
た
い
し
わ
が
国
で
本
格
的
な
ロ
シ
ア
語
の
研
究
が
は
じ
ま
る
の
は
、
一
八
○
四
（
文
化
元
）
年
か
ら
一
八
二
（
文
化
八
）
年

の
間
に
、
ロ
シ
ア
使
節
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
ロ
シ
ア
語
、
満
州
語
の
公
文
書
の
翻
訳
が
必
要
に
な
っ
た
幕
府
の
命
令
に
よ
る
。
蘭
語

通
詞
の
馬
場
左
十
郎
は
一
八
一
三
（
文
化
十
）
年
江
戸
に
呼
び
出
さ
れ
、
足
立
左
内
、
村
上
貞
助
、
上
原
熊
次
郎
ら
と
と
も
に
、
箱
館
に

赴
き
、
当
時
松
前
藩
に
幽
囚
さ
れ
て
い
た
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ン
（
一
七
七
六
’
一
八
三
一
、
そ
の
著
「
日
本
幽
囚
記
』
は
各
国
語
に
翻
訳
さ
れ
、

欧
米
人
の
日
本
認
識
を
大
き
く
変
化
さ
せ
た
）
に
つ
い
て
、
ロ
シ
ア
語
の
学
習
を
は
じ
め
た
。

そ
の
成
果
と
し
て
馬
場
は
『
我
羅
斯
語
小
成
」
、
「
魯
文
法
規
範
』
を
、
足
立
は
「
魯
西
亜
辞
書
」
を
著
し
て
い
る
。
ま
た
仙
台
藩
の
藩

校
養
賢
堂
で
は
蘭
学
局
に
魯
西
亜
学
和
解
方
を
置
き
、
一
八
七
一
年
ま
で
ロ
シ
ア
語
の
授
業
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ほ
か
に
も
幕
末
か
ら
ロ

ロ
シ
ア
語
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